Ｆ．Ｃ．ＬＩＢＥＲＴＡＤ　０８－０９　活動レポート
ご挨拶　～　はじめに　～

“ＬＩＢＥＲＴＡＤ”は、スペイン語で「自由な」「開放的な」という意味です。無限の可能性のある子供

たちに、今までよりも伸び伸びと自分らしく逞しく成長していく事を願っています。また、子供のみならず、

指導者や父兄、関係者全ての方が日々成長し豊かな人生を送れるきっかけになることを主旨としています。

　皆様の多大なるご理解とご協力により、クラブ創設から７年という歳月を経過する事が出来ました。
　小さいクラブながらも、たくさんの方の参加をいただいていますが、現状に満足せずさらなる飛躍をし、

地域に根付いたクラブにしていきたいと考えています。

　皆様の厳しいご指導のもと、スタッフ一同「少年」「サッカー」「指導」の３本柱を極めていきたいと

思います。今後もよろしくお願い申し上げます。　　　　　　　Ｆ．Ｃ．リベルタ　　スタッフ一同

　≪　２００８年度　ジュニアユース（中学生クラス）戦績　≫

　　クラブユース選手権茨城県予選　　ベスト８　　準々決勝　　０●３　常総アイデンティ

　　高円宮杯クラブ予選　　　　　　　　　　　　　代表決定戦　３○０　アントラーズつくば

高円宮杯茨城県大会　　　　　　　ベスト１６　１回戦　　　３○０　勝田一中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準々決勝　　２●５　常総アイデンティ

茨城県ジュニア大会  県南大会　  準優勝　　　準々決勝　　１○０　バルツォＳＣ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準決勝　　　３○１　常総アイデンティみらい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決勝　　　　０●５　アントラーズつくば

茨城県ジュニア大会  県大会　　  ベスト８　　１回戦　　　４○１　那珂四中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準々決勝　　０●３　アントラーズノルテ

ＩＦＡトップリーグ昇格戦　　　　昇　格　　　準決勝　２○２　ＰＫ４－３　バルツォＳＣ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決勝　　　　０●６　つくばＦＣ

ＩＦＡトップリーグ２部　　　　　　　　　　 参戦中　　現在勝ち点１３で１位　昇格間近
　 牛久ジュニアカップ　　　　　　　　優  勝　　　　決勝　　　　４○０　　那珂湊中
　Ｋ‘ｓサッカーフェスティバル　　　 優  勝　　　　決勝　　　　２○１　　横須賀シーガルズ
　トレセン活動　２年生　クラブトレセン　森山　・　柳橋
　　　　　　　　１年生　県トレセン　遠藤　　、クラブトレセン　本橋
３年生進路　　水戸ホーリーホックユース、尚志高（福島県）、東洋大牛久高　ほか

≪　スクール活動報告　≫

　キャンプ／夏休み・・・藤代、里美　　冬休み・・・波崎

　交流戦／各種フットサル大会、交流戦に参加　　　　２１年度も楽しいイベントを企画中です(*^^)v

『　川畑コーチのリベルタ　』　～　本物のフットポーラーになるんだ！！　～

取手キッズサッカー（月曜日・Ｕ－１２）は、ボールコントロールに自信の無い子もいますが、非常に明るく指導のやりがいを感じるクラスです。
サッカーを通じて、自分の生き甲斐に自信と責任を持つことができるようにサポートをしていきたいです。
牛久スクールは、自分の意志を尊重するために、もっと貪欲にプレーをしなければいけません。
自分の可能性にチャレンジし、「戦い」ながらサッカーを楽しむことが出来るようにしたいです。
ジュニアユースは、厳しい試合が待っています。今まで以上にトレーニングを重ね、自分の実力を最高の

ライバルたちと日頃の成果を「試し合う」ことを願っています。また、自分達が歴史を刻んでいくんだという
自覚が芽生えてきたらチームとしてのまとまりが出てくるでしょう。

　厳しい試合、苦悩、挫折・・・笑顔で「ありがとうございます！！」　成長する糧だから。　　川畑　充
『　吉江コーチのリベルタ　』

取手キッズサッカー（月曜日・U－９）

　いつも、コーチそっちのけでグラウンドに飛び出し、ボールで遊び始める。

自分たちでコートを作り、ゴールをつくり、チームを作りサッカーが始まる。

わいわいしながら、プレーする姿は元気を与えてくれます。

　少しずつではあるが、ボールとの距離が近くなり上手くコントロールできるようにもなってきた。ボールの奪い合いの場面では、多くの足がひとつのボールをめぐり激しくぶつかり合う。
その中から、だれが抜け出すのかを楽しみに見ています。

　コーチの裏をかくような、多くのアイディアやプレーをしてくれます。

　さまざまな仲間が集まり、側転好き、水溜り好き、カラーコーン好き、だから楽しい。

でも、サッカーが一番好きになってもらえれば幸いです。

取手キッズサッカー（土曜日・北浦川緑地）

　年長～６年生まで、同居している。まさに、社会の縮図である。

　後輩の面度も見ながら、自分のプレーをする姿は６年生にも成長を感じる。先輩たちのプレーを真似しながら、
自分のプレーに更新していこう。

　サッカーは、世界共通、どこでも変わらない。その名かで自分を表現できるプレーヤーになってもらいたい。
今日より明日、明日より明後日、よりサッカーが好きになって欲しい。

コーチも、もう少し笑いの取れるコーチになります。

取手キッズサッカー（土曜日・白山小）

　サッカーはサッカー。
いつも、早くにグラウンドに登場しコーチを迎えてくれる。待ってましたとばかりにゲームが始まる。
そこが重要、どんなプレーをしてくれるか、コーチも子供に戻れる瞬間がそこにはある。

　みんなのサッカーも成長しつつある。パスを繋ぎ、ドリブルで突破し、豪快にゴールを決める。
まさに、これぞサッカー！！

　そして、さまざまな仲間がいることで、助け合いや協調性が生まれる。ナイスコミュニケーション！！

　状況を見て、判断できる。想像したプレーを実現できるプレーヤーになってもらいたい。

そして、セルフコントロールができるプレーヤーに。グラウンド内でも、予想していないことがたくさん起こる。
それにどう対応するのか？言葉では表現できないものでもプレーで表現できたりもする。
だからサッカーに終わりはない。考えるより体が動いてしまうようになったら、楽しくてしょうがない。

　コーチともに、これからも、成長していこう！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉江　洋

　　　　　　　　　　　　　　　『　まことコーチのリベルタ　』

こんにちは。

今年度のリベルタを楽しんでいただけたでしょうか？

スクールにきたり、交流試合に出たり、フットサル大会に出たり、合宿に行ったり、キャンプに行ったり。

違う学校の友達とか、違う学年の友達もできたんじゃないかな。

サッカーももちろんうまくなったよね。

楽しんでもらって、サッカーがうまくなってもらえたらコーチの幸せはこれ以上ありません。

もっともっと楽しんでもらっていいんです。

もっともっとサッカーうまくなってもらっていいんです。

学年が１つ上がったらサッカーのレベルも上がるようにまた頑張ろう！！

世界一うまくなるまでうまくなり続けるんだ。　　　　　　　小松崎　慎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
『　ゆたかコーチのリベルタ　』

ゆたかです。1月の波崎合宿に参加しました。

中学生を担当しましたが、知っている顔、名前を思い出せない顔、まったく初めての顔、みんな私の事知って
いるのだろうか？？　という所からのスタートです。

当然のことながらどんなプレーをするのか、どんな特徴があるのかもほぼわからない状態です。

選手を見る目はみんな同じスタートラインなので、選手からのアピールを楽しみに見ていました。

選手個々の技術はまだまだ雑な感じはしましたが、なぜかパスがつながる面白い展開です。

それぞれがあまり余裕があるようには見えないんだけど、いい所にサポートがいて、良いリズムでパスが
どんどんつながる、川畑イズムだなーって感じました。

何試合かやっているうちに、『自分達で何とかしなければ！』って雰囲気が出てきて、試合中に選手同士で
ポジションチェンジしたり、修正しようとする声掛けが出てきたりで良くなってきたように感じました。

しかし、それは内輪での話。

対戦した千葉のチームは個々に余裕があって、局面・局面でしっかり判断してプレーしていたように見えました。チームとしてやろうとしている事がはっきりしているからなのか、それぞれ選手同士で意見交換して、
修正して、チャレンジして、というような具合で、スコアはそれ程差がなくても、やろうとしている意識の差は
大きいと感じました。

みんなプロになりたいはず！！　　　みんな代表選手になりたいはず！！

早い選手であと５年もすれば代表のチャンスがあるかも！？

それはまだ５年もあるなのか？もう５年しかないなのか？

やるのはコーチでもなく、親でもなく、選手自身です。

いつから始めるのか！？　　　いつやるのか！？　　いつまでにやるのか！？

目標が大切です。　　　　みんなの成長が楽しみです。
なんて、えらそうに言っておりますが、私もまだまだ至らない事ばかりです。

共に頑張っていきましょう！！ゆたかo(^-^)o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母良田　豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

『　田村コーチのリベルタ　』

取手キッズサッカー（日曜日・取手小）

取手キッズサッカーは、鬼ごっこやミニゲームなどを主体に、とにかく体を動かす事を目的にやってきました。

　２００９年度は、さらに人間的にも技術的にもレベルアップが出来るように、ミニゲームなどを主体に活動していき、何より

楽しくサッカーが出来る環境を作っていきたいと思っています。

茎崎キッズサッカー（火曜日・茎崎第一小）

　２００８年度は、基本的に２～３年生グループと、４～６年生グループと分けて、鬼ごっこや試合を中心に活動してきました。

　２００９年度は、各年代のグループ分けはせずに、ミニゲームを中心にたくさん体を動かして、もっとサッカーを楽しんでもらえる

ように、活動していきたいと思っています。
牛久サッカースクール（木曜日・Ｕ－１２）

　２００８年度は、試合で始まり、試合で終わる、試合を中心に活動してきました。試合の中で何が出来て、何が出来ないのかを
選手達と一緒に考えて、改善できるように取り組んできました。

　２００９年度も、試合を中心に活動していき、選手達の個性を活かしながら楽しくサッカーをしていきたいと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田村　隆伸

